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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年5月30日(2019.5.30)

【公表番号】特表2018-514593(P2018-514593A)
【公表日】平成30年6月7日(2018.6.7)
【年通号数】公開・登録公報2018-021
【出願番号】特願2018-509731(P2018-509731)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/137    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   31/137    　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   15/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   19/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月17日(2019.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬物耐性エストロゲン受容体アルファ陽性癌を有する対象において腫瘍成長を阻害する
ためのまたは腫瘍退縮を生じさせるための組成物であって、治療上有効量の、構造：
【化１】

を有するＲＡＤ１９０１またはその塩もしくは溶媒和物を含む、組成物。
【請求項２】
　変異体エストロゲン受容体アルファ陽性癌を有する対象において腫瘍成長を阻害するた
めのまたは腫瘍退縮を生じさせるための組成物であって、治療上有効量の、構造：
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【化２】

を有するＲＡＤ１９０１またはその塩もしくは溶媒和物を含む、組成物。
【請求項３】
　前記癌が、乳癌、子宮癌、卵巣癌、及び下垂体癌からなる群から選択される、請求項１
または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記癌が、転移性癌である、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項５】
　前記癌が、Ｙ５３７Ｘ１、Ｌ５３６Ｘ２、Ｐ５３５Ｈ、Ｖ５３４Ｅ、Ｓ４６３Ｐ、Ｖ３
９２Ｉ、Ｅ３８０Ｑ、Ｄ５３８Ｇ及びこれらの組み合わせからなる群から選択される１つ
以上の変異を含む変異体エストロゲン受容体アルファに対して陽性であり、式中、
　Ｘ１が、Ｓ、Ｎ、またはＣであり、Ｘ２がＲまたはＱである、請求項１または２に記載
の組成物。
【請求項６】
　前記変異が、Ｙ５３７Ｓである、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　投与後の腫瘍中のＲＡＤ１９０１またはその塩もしくは溶媒和物の濃度対血漿中のＲＡ
Ｄ１９０１またはその塩もしくは溶媒和物の濃度の比（Ｔ／Ｐ）が、少なくとも約１５で
ある、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項８】
　前記対象が、骨粗鬆症または骨粗鬆症の高いリスクを有する、請求項１または２に記載
の組成物。
【請求項９】
　前記対象が、閉経前の女性である、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記対象が、ＳＥＲＭ及び／又はＡＩによるこれまでの治療後に、再発または進行して
いる閉経後の女性である、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記治療上有効量が、毎日約１５０～約１，５００ｍｇである、請求項１または２に記
載の組成物。
【請求項１２】
　前記その塩が、ＲＡＤ１９０１二塩酸塩である、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記腫瘍が、抗エストロゲン、アロマターゼ阻害剤、及びこれらの組み合わせからなる
群から選択される薬物に耐性を示す、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記抗エストロゲンが、タモキシフェンまたはフルベストラントである、請求項１３に
記載の組成物。
【請求項１５】
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　前記アロマターゼ阻害剤が、アロマシンである、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記治療上有効量が、１５０ｍｇ～２，０００ｍｇである、請求項１または２に記載の
組成物。
【請求項１７】
　前記治療上有効量が、２００ｍｇ、４００ｍｇ、または５００ｍｇである、請求項１６
に記載の組成物。
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